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小林裕彦
やすひこ

法律事務所 事務所便り 

負けへんで！ 
R1.5 月号／vol.16 

 

小林裕彦法律事務所 
岡山市北区弓之町２番１５号 弓之町シティセンタービル６階 

Tel 086-225-0091  Fax 086-225-0092 

所長弁護士 小 林 裕 彦 

     弁護士 藤井 秀孝  弁護士 丸山 洋平   弁護士 丸屋 祐太朗  弁護士 越智 量平 

     弁護士 田中 利佳  弁護士 石井 一弥  弁護士 中井 美音   弁護士 青木 祐也 

     弁護士 滝本 敦子     （岡山弁護士会所属） HP: http://www.kobayashi-law-office.jp/  

 皆さん，お久しぶりです。お元気ですか。令和初の事務所便りです。 

 この４月から岡山弁護士会会長に就任いたしました。この１年間，会長職と仕事を両立させていきた

いと考えています。 

 １月２０日には，積水ハウス主催のシャーメゾンオーナー新年会の講演会で「相続法の大改正と相続

紛争回避の秘訣 ～温泉の話も少し～」といった題の講演をさせていただきました。本業と趣味を合体

させた大胆な企画でしたが，概ね好評だったようです。 

 このほか，企業や中小企業支援団体等で，改正相続法，ハラスメント関係，経営法務リスクマネジメ

ントの講演を行っています。 

 ５月からは，第２回たまの未来塾が始まります。我ながらよくこれだけの講師が集まっていただいた

と感謝しています。私も受講生の皆様方とともに勉強したいと考えています。 

 ７月２９日には，第３回リスクマネジメントセミナーを開催します。今年は，ゲスト講師に萩原工業

株式会社会長の萩原邦章様にご登壇いただきます。大変著名で，お忙しい会長なので，皆さんこの機会

に是非お話を聞きに来てください。 

平成３１年２月２４日  山陽新聞掲載記事 
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令和元年５月３日 山陽新聞掲載記事『憲法週間に寄せて』 
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 ■□法（ほう）～納得！第６４号□■        平成３１年２月２８日発行 

************************************************************************* 

～バイトテロの再ブーム～ 

 

 最近，飲食店やコンビニエンスストアのアルバイト店員が不適切な動画等をインターネット上に投稿するケースが相次いでいます。食
材の魚をゴミ箱に捨てた後，ふざけてまな板に載せようとしたり，おでんの白滝を口に入れてはき出したり…。本人は，悪ふざけなど軽
い気持ちで行っているのかもしれませんが，このような行為には民事上及び刑事上の責任を問われる危険性が潜んでいます。 

 今回は，再度，不適切動画の投稿に伴う危険について，ご説明したいと思います。 

 

○不適切動画を投稿した者の民事上の責任 

 まずは，不適切な行為をし，その動画を投稿した者の責任から考えましょう。不適切動画をインターネット上に投稿すると，それを見
た消費者は，こんなお店には行きたくないと，足が遠のくこと多いでしょう。これにより，例えば，会社のイメージダウン，株価の下
落，お店の売上げの減少，お店の清掃代など，様々な損害が発生します。ただ，風が吹けば桶屋が儲かるというように，不適切動画投稿
によって通常生じないような損害まで賠償させることは，投稿者にとってあまりに酷となります。そこで，法は，原則として，不適切動
画の投稿により，通常生ずべき損害のみを賠償すれば足りるとしています。もっとも，特別の事情によって生じた損害であっても，投稿
者がその事情を予見し，又は予見することができたときは，その損害も賠償しなければなりません。 

 どのような損害が，不適切動画投稿によって通常生ずべき損害といえるかは，ケースごとの判断になりますので，一概には申し上げら
れませんが，売上げの減少やお店の清掃代などは，不適切動画投稿によって通常生ずべき損害といえるでしょう。 

 例えば，不適切動画投稿により，お店の売り上げが１日５万円下がったとすると，１ヶ月で１５０万円，半年で９００万円となり，こ
れらがお店の損害となります。考えただけでも恐ろしい金額です。 

 このように，不適切動画投稿による代償は，とても大きなものとなることをよく認識しなければなりません。 

 なお，不適切動画を投稿した者だけでなく，不適切動画を撮影した者も，撮影なくしては不適切動画の投稿はできなかった以上，共同
してお店に損害を与えたとして，民事上の責任を問われることになると思われます。 

 

○不適切動画を投稿した者が未成年者であったときは，その親が責任を負わなければならないのか？ 

 仮に，不適切行為をし，その動画を投稿した者が未成年者であったときは，親代わりに責任を負わなければならないのでしょうか。 

 未成年者は，不適切動画投稿によりお店に損害を与えたとしても，「自己の行為の責任を弁識するに足りる知能を備えていなかった」
とすれば，損害賠償責任を負いません。この場合，未成年者の法定代理人である親権者が，未成年者の代わりに損害賠償責任を負うこと
になります（未成年者の監督を怠ったとき）。「自己の行為の責任を弁識するに足りる知能」（責任能力）とは，自己の行為の是非を判
断できるだけの知能をいいます。そして，責任能力の有無は，個別具体的な判断になりますが，おおよそ１２歳程度の知能が目安になる
と言われています。 

 いずれにせよ，お店でアルバイトをしている未成年者が，自己の行為の是非を判断できないとは思われませんので，責任能力はあると
いえるでしょう。したがって，親が，道義的責任は別として，未成年者である子供に代わって法的責任を負うことはないでしょう。 

  

○不適切動画を投稿した者の刑事上の責任 

 不適切動画を投稿した者は，業務妨害罪を問われる可能性があります。これは，「虚偽の風説を流布」，つまり虚偽の事実を，不特定
又は多数人に広めることで，会社の業務を妨害したときに成立します。 

 そのため，不適切動画の投稿により，例えば，お店がゴミ箱に捨てられた魚を消費者に提供しているなど，虚偽の事実が広まり，消費
者がお店に嫌悪感を抱けば，虚偽の事実により会社の業務が妨害されたといえるでしょう。 

 また，名誉毀損罪に問われる可能性もあります。名誉毀損罪は，公然と，真実又は虚偽の事実を摘示することで，人の名誉を毀損した
ときに成立します。そのため，不適切動画を投稿することで，虚偽の事実を不特定又は多数人が知ることのできる状態におき，これによ
りお店の社会的評価を低下させれば，名誉毀損罪が成立します。 

 さらに，調理器具を不衛生な状態に置くなどすることにより，その物の効用を害せば，器物損壊罪が成立する可能性もあります。 

   

○不適切動画を拡散した者は責任を負わないのか？ 

 不適切動画の投稿がなされると，必ずと言っていいほど，これを拡散する者がいます。このような不適切動画の拡散により，会社の損
害が拡大することもありますが，不適切動画を拡散した者は何の法的責任も問われないのでしょうか。 

 まず，刑事上の責任ですが，不適切動画の拡散により，お店の社会的評価は低下しますので，名誉毀損罪が成立する可能性がありま
す。もっとも，名誉毀損罪は，(1)公共の利害に関する事実に係り，(2)その目的が専ら公益を図ることにあったと認める場合であって，
(3)真実であることの証明があったとき（または，真実と誤信し，その誤信について相当な理由があるとき）は，罪に問われることはあ
りません。 

 本件では，不適切動画の内容が真実であったとすれば，衛生上問題があると思われますので，公共の利害に関する事実といえるかもし
れません（(1)）。しかし，衛生上の問題については，不適切動画を拡散せずとも，お店や警察など適切な場所へ通報すれば目的を果た
せるのであり，そうであるにもかかわらず，殊更不適切動画等を拡散し，いわゆる「炎上」させたのであれば，意見は分かれるところで
しょうが，専ら公益を図る目的で行ったとはいえないと判断される可能性があります（(2)）。そのため，名誉毀損罪が成立する可能性
が考えられます。 

 さらに，不適切動画の拡散の手法等によっては，お店がその対応に追われ本来の業務が妨害されたとして，業務妨害罪を問われる可能
性があります。 

 次に，民事上の責任ですが，不適切動画の拡散により，お店に損害が発生したとすれば，損害賠償責任を問われる可能性があります。
ただ，不適切動画拡散により名誉が毀損されたとして損害賠償を請求する場合は，拡散した側が名誉毀損罪で述べたのと同様の要件
（(1)～(3)）を満たせば，違法性がないと判断されますので，損害賠償請求は認められません。 

  

 以上のとおり，不適切動画の投稿及びその拡散は，大きなリスクがあります。安易な気持ちでこのような悪ふざけをしてしまうのかも
しれませんが，その代償は非常に大きなものです。 

 今一度，自分の行為がどのような結果を招くのかという想像力を強化し，慎重な行動を心がけたいものです。 
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三大強烈臭温泉 

 
 温泉は，本来は五感で楽しむものですが，常識ではあり得ない強烈な臭いの温泉が存在します。以

下，三大強烈臭温泉の紹介です。 

 

１ 豊富温泉ふれあいセンター（北海道） 

 湯治湯と一般浴場があります。湯治湯では石油臭がするというよりも石油が浮いています。石油が

拡散しないようにオイルフェンスが浴槽に浮いており，ある意味感動的です。アトピーの方が油分を

すくって体に塗っていました。２回ほど石けんで体を洗わないと油分のヌルヌルが取れません。ちな

みに，石油臭のする温泉は，新津温泉（新潟県），喜連川早乙女温泉（栃木県）などがありますが，

石油分が明らかに浮いているのはこの豊富温泉ふれあいセンターの湯治湯だけです。 

 

豊富温泉ふれあいセンター（一般浴場） 

 

 新津温泉（新潟県） 

 

喜連川早乙女温泉（栃木県） 

２ てしお温泉夕映（北海道） 

 ナトリウム－塩化物強塩泉ですが，アンモニアイオン

の濃度はおそらく日本一です。浴室に入った瞬間，古い

トイレに入ったような臭気で，アンモニアが目に沁みま

す。 

 このタイプの温泉は，他にはないと思います。 

 

３ さんない温泉 三内ヘルスセンター（青森県） 

 硫化水素泉は，いくつかありますが，ここは頭がくら

くらするくらいの濃い硫黄泉で，緑がかっています。こ

こに入ると，どれだけ体を洗っても２～３日は硫黄のに

おいが取れません（本当の話です。）。 

 

豊富温泉ふれあいセンター（湯治湯） 

 

てしお温泉夕映（北海道） 

 

三内ヘルスセンター（青森県） 


